
 

＜報道資料＞                            報資－１６－５ 

                                   ２０１６年５月 

横浜・八景島シーパラダイス 

関東で唯一の展示!! 

白と黒の体色をしたパンダみたいなイルカ 

「イロワケイルカ」がやってくる!! 
２０１６年６月１０日（金）展示スタート 

「イロワケイルカ」の中長期的な繁殖を目指し、 

『仙台うみの杜水族館』『鳥羽水族館』と連携へ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お客様のお問い合わせ 
 

この資料に関する報道関係各位 

お問い合わせ 

『横浜・八景島シーパラダイス』 

Tel ０４５－７８８－８８８８ 

http://www.seaparadise.co.jp 

 
『横浜・八景島シーパラダイス』 

営業推進部（広報担当） 

高城・齊藤・中村 

Tel ０４５－７８８－９６３５ 

Fax ０４５－７８８－９７３５ 

e-mail kouhou@seaparadise.co.jp 

 

 

  



 

関東で唯一の展示!! 

白と黒の体色をしたパンダみたいなイルカ 

「イロワケイルカ」がやってくる!! 
２０１６年６月１０日（金）展示スタート 

「イロワケイルカ」の中長期的な繁殖を目指し、 

『仙台うみの杜水族館』『鳥羽水族館』と連携へ 

 

「海」、「島」、「生きもの」の魅力を楽しめる日本最大級の水族館『横浜・八景島シーパラ    

ダイス』では、白と黒の鮮やかな体色が特徴の「イロワケイルカ」を２０１６年６月１０日（金）

より展示いたします。 

今回やってくる「イロワケイルカ」は、『仙台うみの杜水族館』からメスの「サクラ」（５歳）、   

『鳥羽水族館』からオスの「スカイ」（２歳）の２頭で、『横浜・八景島シーパラダイス』     

として初、現在は関東で唯一の展示となります。 

「イロワケイルカ」は体長１．５ｍほど、体重は４０～６５ｋｇ程度の極めて小型のイルカです。

体色は白と黒にはっきりと分かれており、これほどに白黒はっきりと区切られた特徴をもつ  

イルカは稀です。泳ぎが速く、さまざまなものをおもちゃにして遊び回るとても活発なイルカです。 

 「イロワケイルカ」の展示は現在、国内において当社が運営を行っている宮城の『仙台うみの

杜水族館』、三重の『鳥羽水族館』で行われており、今回展示をスタートする『横浜・八景島   

シーパラダイス』をあわせて３館となります。 

展示の場所は、『横浜・八景島シーパラダイス』のイルカがテーマの水族館「ドルフィン         

ファンタジー」の円柱水槽（水量３７８ｔ）です。円柱水槽は過去に「シロイルカ」や「マンボウ」

の展示を行っており、からだの大きな個体でも悠々に泳ぎまわることができるほど広く、     

やわらかな陽光に包まれて、幻想的な海の中を活発に泳ぐ姿を見るがことができます。 

今後は「イロワケイルカ」の飼育・展示を通して、小柄で無邪気に泳ぎまわる愛らしい様子を

ご来館されるお客さまにお届けし、さらには繁殖活動にも取り組んでまいります。 

 

【イロワケイルカ】 

分  類 ： ハクジラ亜目マイルカ科イロワケイルカ属 

学  名 ： Cephalorhynchus commersonii 

英  名 ： Commerson's dolphin 

分  布 ： 南アメリカ大陸南部近海とフォークランド諸島近海、ケルゲレン諸島近海 

特  徴 ： 体長約１．５ｍ、体重４０～６５ｋｇ程度の小型のイルカで、体色が 

白と黒にはっきり分かれている。頭部の前方部分も含め、胸ビレ、 

背ビレ、尾ビレは黒い。  

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%82%AF%E3%82%B8%E3%83%A9%E4%BA%9C%E7%9B%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8F%E3%82%AF%E3%82%B8%E3%83%A9%E4%BA%9C%E7%9B%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%AD%E3%83%AF%E3%82%B1%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%82%AB%E5%B1%9E
https://en.wikipedia.org/wiki/Commerson%27s_Dolphin


 

＜イロワケイルカの展示に至る経緯と繁殖活動について＞ 

当社では、①レクリエーションの場②自然保護の推進③生きものを通じた教育④自然環境や 

海洋生物に関する調査・研究 という４つの項目を、水族館の存在意義として捉えています。 

ご来島されるお客さまに“海の生きものたちのさまざまな面白さ”を伝えながら、地域社会に

貢献する活動や、水族館が進めるべき自然保護・海洋生物に関する調査／研究を同時に進める

ことも大切なことと考えています。 

そうした観点から、今回は、国内ではシーパラダイスを含め３館でのみご覧いただける   

「イロワケイルカ」の中長期的かつ、持続可能な繁殖を、ひとつの水族館のことではなく   

『横浜・八景島シーパラダイス』『仙台うみの杜水族館』『鳥羽水族館』の３館が協力して   

「イロワケイルカ」の継続的な繁殖を行うことにしました。 

※『鳥羽水族館』からやってくるオスのイロワケイルカ「スカイ」は「アドベンチャー    

ワールド」の個体です。 

 

イルカの繁殖については、シーパラダイスを含め、国内の水族館で多くの成功例がありますが、

持続可能な環境の整備を進めることも重要な要素となります。『仙台うみの杜水族館』    

『鳥羽水族館』での繁殖を進めていくにあたって、繁殖可能なスペースの確保というインフラ

の側面も重要でした。そこで、日本最大級の水族館である『横浜・八景島シーパラダイス』が

保有する多くの飼育施設を活用し、『仙台うみの杜水族館』『鳥羽水族館』で進める繁殖に参加

しない「イロワケイルカ」２頭を飼育することで、「イロワケイルカ」の繁殖に協力いたします。 

『横浜・八景島シーパラダイス』では、この２頭を健康に飼育管理するとともに、この２頭の

将来的な繁殖への参加への協力をさまざまな形で模索していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幻想的なイルカの水族館「ドルフィン ファンタジー」がさらに魅力アップ！ 

水族館「ドルフィン ファンタジー」は、太陽がふりそそぐイルカが泳ぐ海の中を体感でき、  

「自然の海」と「癒し」を追求した「アーチ状水槽」と「円柱水槽」の二つの水槽が楽しめま

す。「イロワケイルカ」の展示により、海の生きものたちの魅力がさらに拡大いたします。 

また、展示水槽の周りでは、「イロワケイルカ」の生態や今回の取り組みについて解説いたします。 

 

「仙台うみの杜水族館」で泳ぐ「イロワケイルカ」 



 

 

＜『横浜・八景島シーパラダイス』へやってくる「イロワケイルカ」＞ 

 

●サクラ  

 性別 ： メス 

 年齢 ： ５歳（２０１０年６月２０日生まれ） 

体長 ： 約１４０ｃｍ 

体重 ： 約４５ｋｇ 

 所有 ： 仙台うみの杜水族館 

     （株式会社横浜八景島） 

 性格 ： マリンピア松島水族館生まれで、東日本大震災    

を乗り越えたたくましいイルカです。おてんば  

娘で、とっても好奇心旺盛です。 

 

●スカイ 

 性別 ： オス 

 年齢 ： ２歳（２０１３年６月１５日生まれ） 

 体長 ： １２２ｃｍ 

 体重 ： ３３．７ｋｇ 

 所有 ： アドベンチャーワールド 

（株式会社アワーズ） 

※現在は鳥羽水族館で飼育されています。 

 性格 ： やんちゃ盛りでよく暴れますが、意外と神経質 

な性格です 

 

 

 

＜「イロワケイルカ」展示の歴史について＞ 

１９８６年１１月、チリ政府の許可を得て日本の３水族館がチームを組み、マゼラン海峡での 

「イロワケイルカ」捕獲に着手した。１７頭が１９８７年３月、『松島水族館』、『鳥羽水族館』、『サ

ンシャイン水族館』の３水族館に入った。その２年後、１９８９年松島水族館で初めて繁殖に

成功し、その後２０１５年までに３０頭以上の赤ちゃんイルカが誕生している。 

日本の水族館が、野生の「イロワケイルカ」を入れたのは後にも先にも１９８７年の１７頭  

のみで、現在、日本の水族館で飼育されている９頭もすべてこの１７頭の子孫であり、今後も

日本の水族館全体で互いに協力して、繁殖に取り組むことでしか、この愛くるしい『飼育下  

稀少種』の存続を望むことはできない。 


